
岩
手
県
共
同
募
金
会

共
同
募
金
に
お
け
る

運
動
性
の
再
生
に
向
け
て

参
加
と
協
働
に
よ
る「
新
た
な
た
す
け
あ
い
」の
創
造

石シーウェイブスRFC街頭募金

も
に
子
ど
も
の
遊
び
場
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
の
支
援
活
動
、
そ
し
て
現
在
の
よ
う

な
多
様
な
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
募
金

と
し
て
柔
軟
に
役
割
を
拡
大
・
変
化
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　
「
共
同
募
金
」
は
社
会
福
祉
法
第
１
１

２
条
に
「
都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し

て
、
毎
年
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
期
間
内
に
限
っ
て
あ
ま
ね
く
行
う
寄
附

金
の
募
集
で
あ
っ
て
、
そ
の
区
域
内
に
お

け
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
そ

の
寄
附
金
を
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
社
会

福
祉
事
業
、
更
生
保
護
事
業
そ
の
他
の
社

会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る

者
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
）
に

配
分
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
自
治
会
・
町
内
会
、

民
生
・
児
童
委
員
、
企
業
や
学
校
関
係
者

な
ど
、
年
間
２
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
69
年

間
の
累
計
額
は
９
千
億
円
を
超
え
る
実
績

を
有
し
、
自
分
の
町
を
良
く
す
る
運
動
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

70
周
年
を
迎
え
た
共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
今
年
で
70
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
に
、
当
初
は

戦
後
復
興
の
一
助
と
な
る
国
民
た
す
け
あ

い
運
動
と
し
て
戦
災
孤
児
な
ど
の
生
活
困

窮
者
の
支
援
や
福
祉
施
設
を
支
援
す
る
役

割
を
担
い
、
そ
の
後
、
時
代
の
変
遷
と
と

共
同
募
金
の
運
動
性
の
再
生

　

中
央
共
同
募
金
会
企
画
・
推
進
委
員
会

は
、
共
同
募
金
運
動
創
設
70
年
を
迎
え
た

平
成
28
年
２
月
、「
参
加
と
協
働
に
よ
る

『
新
た
な
た
す
け
あ
い
』
の
創
造
〜
共
同

募
金
に
お
け
る
運
動
性
の
再
生
〜
」
と
題

す
る
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

70
年
答
申
で
は
、
現
在
の
共
同
募
金
の

課
題
と
し
て
、
元
来
共
同
募
金
が
持
っ
て

い
た
「
運
動
性
」
が
長
い
歴
史
の
中
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
の
運
動
性
を
再

生
す
る
こ
と
が
共
同
募
金
の
発
展
と
地
域

福
祉
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

70
年
答
申
に
お
け
る
「
共
同
募
金
の
運

動
性
」
と
し
て
は
、
①
運
動
を
通
じ
て
地

域
課
題
の
解
決
を
図
る
②
地
域
住
民
の
参

加
と
、
地
域
課
題
や
活
動
へ
の
理
解
を
促

進
す
る
③
助
成
や
募
金
を
通
じ
た
福
祉
活

動
団
体
の
基
盤
づ
く
り
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

答
申
内
容
を
具
体
化
し
、
明
確
な
目
標

を
も
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、

推
進
方
策
で
は
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会

（
以
下
、「
市
町
村
共
募
」）
の
重
点
目
標

募金額減少比較
※平成 7年度をピークに全国的に募金額の減少が続いている状況

年度 全国の募金額推移 岩手県の募金額推移

①平成 7年募金実績 265 億 7,935 万 1,029 円 4 億 9,149 万 1,735 円

②平成 27年募金実績 184 億 6,273 万 7,660 円 3 億 7,724 万 2,830 円

①－②（減少額） 81 億 1,661 万 3,369 円 1 億 1,424 万 8,905 円
※平成 27 年度の岩手県内の募金実績額は前年度に比較して 1,403，581 円、0.4％の減。1世帯
当たり募金額は、728 円で島根県と並んで全国 1位。戸別募金が約 71％を占め、続いて法人
募金が 10.2％。寄せられた募金の約 7割が各市町村における地域福祉活動財源として活用さ
れています。

特 集
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と
し
て
、
運
動
性
の
再
生
に
よ
る
共
同
募

金
運
動
の
活
性
化
と
、
多
様
な
人
材
の
参

画
に
よ
る
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
共
同
募

金
の
展
開
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携
を
基

盤
と
し
な
が
ら
、
市
町
村
共
募
へ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
が
助
成
審
査
に
参
加
し
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
募
金
運
動
の
展
開
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
共
同
募
金
会
の
重
点

目
標
と
し
て
は
、
①
運
動
性
の
再
生
に
向

け
た
市
町
村
共
募
の
支
援
②
都
道
府
県
共

募
自
体
の
機
能
強
化
が
必
要
と
さ
れ
、
運

動
性
を
も
っ
た
展
開
を
実
現
す
る
た
め

に
、
新
た
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

助
成
と
自
ら
行
う
募
金
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

岩
手
県
の
共
同
募
金
の
現
状

　

平
成
７
年
度
か
ら
様
々
な
要
因
に
よ
り

全
国
的
に
募
金
実
績
が
減
少
し
、
新
し
い

寄
付
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

新 し い 募 金 手 法 の 開 拓 ①

寄
付
つ
き
商
品
の
開
発

　

岩
手
県
共
同
募
金
会
は
赤
い
羽
根

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
い
わ
て
（
平
成

26
年
〜
平
成
30
年
度
）
に
「
新
た
な

募
金
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

募
金
の
増
額
」
を
掲
げ
、
新
た
な
募

金
手
法
の
開
拓
・
普
及
を
図
り
な
が

ら
、
募
金
増
額
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

う
ち
寄
付
つ
き
商
品
は
、
企
業
に

と
っ
て
本
業
の
販
売
促
進
の
メ
リ
ッ

ト
及
び
社
会
貢
献
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
寄

付
金
は
民
間
団
体
等
の
地
域
課
題
解

決
の
財
源
に
な
り
、
県
内
の
地
域
住

民
の
た
め
の
福
祉
活
動
事
業
や
災
害

見
舞
金
、
災
害
支
援
事
業
等
に
使
わ

れ
ま
す
。

株
式
会
社
ベ
ル
ジ
ョ
イ
ス
様

か
ら
寄
付
金
贈
呈

　

10
月
３
日
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩

手
に
て
、「
あ
っ
た
か
い
わ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」〜
し
あ
わ
せ
運
ぶ
お
買

い
物
〜
ベ
ル
ジ
ョ
イ
ス
寄
付
金
贈
呈

式
が
開
催
さ
れ
、
株
式
会
社
ベ
ル

ジ
ョ
イ
ス
の
菊
池
常
務
執
行
役
員
か

ら
県
共
募
の
長
山
会
長
に
寄
付
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
６
、
７
月
の
２
ヶ
月
間
、
ベ

ル
ジ
ョ
イ
ス
県
内
全
店
舗
に
お
い
て

１
本
２
円
の
寄
付
つ
き
飲
料
（
サ
ン

ト
リ
ー
飲
料
）
を
販
売
い
た
だ
き
、

４
４
２
、８
８
０
円
（
売
上
総
数

２
２
１
、４
４
０
本
）
が
赤
い
羽
根

募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
13
日
ま
で
赤
い
羽
根

共
同
募
金
寄
付
つ
き
ラ
ン
チ

を
実
施

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
１
階
「
ふ

れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
雲
の
信
号
」
で

は
、
10
月
６
日
か
ら
「
〜
あ
っ
た
か

い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
寄
付
つ
き

ラ
ン
チ
」
が
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
ま

し
た
。

　

12
月
13
日
ま
で
の
期
間
中
に
、
ふ

れ
あ
い
定
食（
季
節
の
ご
飯
・
汁
物
、

漬
物
等
／
７
５
０
円
）
を
注
文
い
た

だ
く
と
、
１
食
に
つ
き
20
円
が
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

菊池常務執行役員（右）から県共募長山会長（左）に贈呈

ふれあいレストラン雲の信号

　

岩
手
県
共
同
募
金
会
（
以
下
、「
県
共

募
」）
で
は
、
募
金
減
少
と
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
て
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
主
に
沿
岸
市
町
村
共
募
の
た

め
、
平
成
25
年
度
に
期
間
延
長
募
金
を
行

い
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
全
国
共
通
助
成

テ
ー
マ
「
地
域
か
ら
孤
立
を
な
く
そ
う
〜

み
ん
な
が
社
会
の
一
員
と
し
て
包
み
支
え

あ
う
し
く
み
づ
く
り
〜
」
に
沿
っ
た
生
活

課
題
解
決
支
援
事
業
と
し
て
、
１
月
〜
３

月
の
間
、
期
間
延
長
募
金
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
国
一
斉
に
平
成

29
年
３
月
ま
で
、
募
金
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
新
た
な
募
金
方
法
と
し
て
、

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
の
普
及
や
寄
付
つ

き
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
、
寄
付
つ
き

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
寄
付
つ
き
ワ
イ
ン
、
寄
付

つ
き
飲
料
、
寄
付
つ
き
ラ
ン
チ
の
販
売
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
よ
る

勝
利
募
金
、
グ
ッ
ズ
募
金
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
平
成
28
年
度
重
点
事
業
に
掲

げ
る
「
70
年
答
申
」
に
よ
る
推
進
方
策
に

連
動
し
な
が
ら
、
県
共
募
及
び
市
町
村
共

募
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
の
進
捗
状
況

の
調
査
・
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、「
地

域
で
社
会
の
生
活
課
題
に
取
り
組
む
市

民
・
団
体
へ
の
積
極
的
な
支
援
」「
新
た

な
募
金
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
募

金
の
増
額
」「
募
金
運
動
の
透
明
性
を
確

保
し
、
組
織
運
営
の
強
化
を
推
進
」「
現

行
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
推
進
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

陸前高田市の街頭募金風景
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赤い羽根自販機 197 台設置
「
赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
」
設
置
に
よ
る
募
金
運
動
を
推
進

協
力
企
業
は
11
社

設
置
台
数
は
１
９
７
台

　

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
な
が
る
赤

い
羽
根
自
動
販
売
機
（
以
下
、「
自
販
機
」）

は
、
飲
料
を
購
入
の
際
に
、
そ
の
売
り
上

げ
の
一
部
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付

さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

県
内
の
赤
い
羽
根
自
販
機
を
活
用
し
た

平
成
28
年
10
月
現
在
の
実
績
は
、
協
力
企

業
（
県
共
募
と
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
企

業
）
11
社
、
設
置
台
数
１
９
７
台
、
寄
付

実
績
は
１
、５
３
５
、８
３
８
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
市
町
村
共
募
（
各
市
町
村
社
協

内
）
で
は
、
一
層
の
普
及
・
拡
大
を
図
る

た
め
、
法
人
や
企
業
、
福
祉
施
設
な
ど
へ

出
向
き
、設
置
協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

羽
田
地
区
セ
ン
タ
ー

災
害
支
援
対
応
の
自
販
機
設
置

　

奥
州
市
共
同
募
金
委
員
会
は
社
協
合
併

後
か
ら
、
赤
い
羽
根
自
販
機
設
置
促
進
に

取
り
組
み
、
県
内
で
も
高
い
寄
付
実
績
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
箇
所
は
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

高
齢
者
福
祉
施
設
、
図
書
館
、
信
用
金
庫
、

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

奥
州
市
水
沢
区
の
羽
田
地
区
セ
ン
タ
ー

（
奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
水
沢
区
地
域

福
祉
推
進
協
議
会
羽
田
支
部
・
羽
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
は
、
今
年
９
月
30

日
に
赤
い
羽
根
自
販
機
を
玄
関
前
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
販
機
は
、
災
害
時
に
カ
ギ
を
開

け
て
設
定
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

の
飲
料
を
提
供
で
き
る
備
蓄
の
役
割
の
あ

る
災
害
支
援
対
応
販
売
機
で
す
。

　

今
野
俊
宏
セ
ン
タ
ー
長
は
「
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
自
販
機
で
、
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
反
応
は
思
い
の
ほ
か
上
々
で
す
。

元
々
地
区
民
の
結
び
つ
き
が
強
い
う
え
、

羽
田
町
災
害
緊
急
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
設
置
に
つ
い
て
は
住

民
か
ら
の
要
望
も
高
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
し
た
赤
い
羽
根
自
販
機
に
は
『
こ

の
自
動
販
売
機
は
災
害
停
電
時
に
お
い
て

も
飲
料
供
給
が
で
き
ま
す
』
と
書
か
れ
た

充
電
池
搭
載
「
災
害
救
護
ベ
ン
ダ
ー
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤い羽根共同募金災害支援自動販売機が設置された
羽田地区センター。右はじが今野俊宏センター長

災害救援ベンダー「災害停電時に
おいても飲料供給ができます」の
ステッカー

地域から孤立をなくそう～みんなが社会の一員として包み支えあうしくみづくり～

●解決したい課題と具体的な活動内容●

平成 29 年度「生活課題解決支援事業」助成団体・事業

平成 28 年度
あったかいわてプロジェクト
～地域みまもり応援募金～

住民に身近な生活課題に取り組む団体を支援
　岩手県共同募金会では、平成 29 年 1
月 1 日から 3月 31 日までの間、生活課
題解決支援事業「あったかいわてプロ
ジェクト～地域みまもり応援募金～」
を実施します。
　同プロジェクトは、県共募が公募し
た「生活課題解決支援事業」で採択さ
れた団体に、寄付者が団体及び事業を
指定して寄付する募金です。
　平成 28 年度の募金実績は、平成 29
年度の「生活課題解決支援事業」に取
り組む左記 3団体に助成されます。皆
さまのご協力をお願いします。

地
域
か
ら
孤
立
を
な
く
す
活
動

東
日
本
大
震
災

被
災
者
支
援
事
業

NPO）サンガ岩手（盛岡市）
被災地における高齢者の孤立感や不安の解消
被災地における高齢者に対するこころのケアと住民交流会活動←（大槌町）
●傾聴ボランティアの実施　●こころの相談室の開設　●住民交流会の実施　
●ものづくり教室の開催

NPO）みやこ自立サポートセンター（宮古市）
社会的自立に困難を抱える引きこもり等の若者の孤立防止
引きこもり等の若者に対する居場所の提供と中間的就労のための事業
←（宮古市）
●週 2回の居場所設置　●支援員の働きかけでフリートークやゲーム・交流
会等の場を設ける（週 1回）　●自立に向けた体慣らしとして「さをり織り」
や農業を体験する（週 1回）　●交流会、レクリエーションの実施（年 4回）

福） 石市社会福祉協議会（ 石市）

多角的に支援を行う地域福祉活動団体への活動支援
～地域課題に向き合う～世話やき人応援事業←（ 石市）
●心のケアやコミュニティづくりを実施する団体に対して、活動費の支
援（上限 50，000 円）を行う　●本事業を通じて社協と実施団体との連携
を強化する

新 し い 募 金 手 法 の 開 拓 ②
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赤 い 羽 根 募 金
2億3,142万円
歳末たすけあい募金
1億4,582万円

3億7,724万円
赤 い 羽 根 募 金
2億3,646万円
歳末たすけあい募金
1億5,154万円

3億8,880万円
27

計

今年度の目標額

社会福祉協議会等が
行う地域福祉活動
事業に

1億5,008万円

歳末たすけあい
助成として

1億4,524万円

岩手県の共同募金
運動を推進するために

6,601万円

ボランティア団体、
町内会等が行う福祉の
まちづくり支援事業に

600万円

火災などで
被災した世帯への
見舞金として

200万円

大規模災害時の
被災地支援活動
資金の準備金
として

1,164万円

福祉施設利用者への
サービス向上のための
施設整備事業に

1,383万円

地域の生活課題を
解決する団体の
活動事業費に

348万円

計

3億9,828万円

赤い羽根自動販売機による寄付のしくみ
　岩手県共同募金会では次の飲料メーカー
及び自動販売機メーカーのご協力をいただ
き、「赤い羽根募金自動販売機」の設置を推
進しています。

赤い羽根自動販売機設置協力企業

■NPO法人ハートフル福祉募金
■株式会社伊藤園
■ダイドードリンコ株式会社
■みちのくコカ・コーラボトリング株式会社
■みちのくキャンティーン株式会社
■ナショナル・ベンディング株式会社
■三陸自販機
■サントリービバレッジサービス株式会社
■株式会社ミチノク
■株式会社ジャパンビバレッジ東北
■キリンビバレッジバリューベンダー株式会社

共同募金は被災地支援にも役立っています

岩手県台風 10 号大雨等災害義援金の募集
　平成 28 年 8 月 30 日に岩手県太平洋沿岸部に上陸した
台風 10 号により、岩手県内では岩泉町をはじめ 5市 4
町 3村で死傷者等の人的被害、家屋の流失、床上浸水・
床下浸水等の被害が発生、災害救助法が適用されました。
　岩手県共同募金会では、この災害による被災者を支援
することを目的に義援金の募集を行っています。
　募集期間は平成 28 年 9 月 5 日（月）から平成 29 年 3
月 31 日（金）までです。

　共同募金会では、災害救助法が適用される災害に際し、被災地支援の
ための災害義援金の募集や、被災地の災害ボランティアセンター活動を
支える災害支援制度を実施しています。

　赤い羽根共同募金の一部は、毎年「災害
準備金」として積み立てられ、大規模災害
の発生時に、被災地の災害ボランティアセ
ンターの設置・活動資金として役立てられ
ます。
　この災害準備金は、平成 23 年に発生し
た東日本大震災や平成 28 年熊本地震、今
回の岩手県台風 10 号大雨災害での被災地
ボランティア活動を資金面から支えていま
す。

　とりまとめた義援金は、岩手県、日本赤
十字社岩手県支部、岩手県共同募金会等で
構成される義援金配分委員会で決定し、被
災者に配分されます。

赤い羽根共同募金による災害支援制度

社会福祉法人岩手県共同募金会
〒 020-0831　岩手県盛岡市三本柳 8-1-3
TEL：019-637-8889　FAX：019-637-9712

●問い合わせ先

義援金受入口座
金融機関 支店名 口座番号 名義等

岩手銀行 本店 （普）2241853 社会福祉法人岩手県共同募金会岩手県台風 10 号大雨等災害義援金

ゆうちょ銀行 00130-2-387497 岩手県共同募金会
台風 10 号大雨等災害義援金

現金書留による義援金の送付
〒 020-0831　岩手県盛岡市三本柳 8-1-3
社会福祉法人岩手県共同募金会
※現金書留用封筒に「救助用郵便」と明記してください。
　郵便料金が免除されます。

岩手県共同募金会では、
全国障害者スポーツ大会
希望郷いわて開催会場にも
「岩手県台風 10 号大雨等
災害義援金」のブースを設
けました

岩泉町災害ボランティア
センターの様子

※ 販売手数料からの募金は、協力企業を通じて赤い羽根
共同募金に寄付されます。
※ 岩手県共同募金会は、寄付金に対する領収書を発行し
ています。

赤い羽根共同募金

設置者様 協賛企業 様

設置・契約

販売手数料

の
料
数
手
売
販
②

付
寄
を
部
一

付
寄
を
部
一
の
上
売
①

　詳しくは県共同募金会または市町村共同
募金委員会（各社会福祉協議会）にお問い
合わせください。

岩手県共同募金会
今年度の目標額と使いみち
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